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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2018-521373(P2018-521373A)
【公表日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2017-550819(P2017-550819)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｂ  13/02     (2006.01)
   Ｇ０５Ｂ  21/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｂ   13/02     　　　Ｂ
   Ｇ０５Ｂ   21/02     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｓ    3/10     　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年5月14日(2021.5.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　本発明のまた他の実施形態では、複数の入力変更子は、複数の入力を受信して、複数の
変更された入力を生成する。コンバイナーは、複数の変更された入力を使用して出力を生
成する。出力検出器は、出力特性を測定する。プロセッサシステムは複数の入力変更子お
よび出力検出器と通信し、メモリはコンピュータプログラムの命令を保存する。コンピュ
ータプログラムの命令は、プロセッサシステム上で実行される時に、プロセッサシステム
に動作を実行させる。動作は、複数のセットポイントに属するセットポイント、および複
数のディザ振幅に属するディザ振幅を使用して複数の入力の各々の調整可能な特性を変更
することを含む。各入力は、複数のセットポイントに属する異なるセットポイント、およ
び複数のディザ振幅に属する異なるディザ振幅を使用して変更される。セットポイントに
加算されたディザ振幅に関連する出力特性の第一の測定値が得られ、そしてセットポイン
トから減算されたディザ振幅に関連する出力特性の第二の測定値が得られる。第一および
第二の測定値は、現在の調整値を計算するために使用される。複数のディザ振幅における
各ディザ振幅は、複数の現在調整されたディザ振幅を作成するために、現在の調整値を用
いて変更される。複数の現在調整されたディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の
各々は、複数のセットポイント調整値を作成するために、複数の積分された事前調整され
たディザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と結合される。複
数のセットポイントは、複数のセットポイントに属する対応するセットポイントと複数の
セットポイント調整値に属する各セットポイント調整値を組み合わせることにより更新さ
れ、複数の積分された事前調整されたディザ振幅は、複数の積分された事前調整されたデ
ィザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と複数の現在調整され
たディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の各々を組み合わせることにより更新さ
れる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　本発明のまた他の実施形態では、複数の位相シフターは、複数の光入力を受信し、複数
の位相シフトされた光入力を生成する。コンバイナーは、複数の位相シフトされた光入力
を使用して、組み合わされた光出力を生成する。光パワー検出器は、組み合わされた光出
力の出力パワーを測定する。プロセッサシステムは複数の位相シフターおよび光パワー検
出器と通信し、メモリはコンピュータプログラムの命令を保存する。コンピュータプログ
ラムの命令は、プロセッサシステム上で実行される時に、プロセッサシステムに動作を実
行させる。動作は、複数のセットポイントに属するセットポイント、および複数のディザ
振幅に属するディザ振幅を使用して複数の光入力の各々の位相を変更することを含む。各
光入力は、複数のセットポイントに属する異なるセットポイント、および複数のディザ振
幅に属する異なるディザ振幅を使用して位相シフトされる。セットポイントに加算された
ディザ振幅に関連する第一の出力パワー測定値が得られ、そしてセットポイントから減算
されたディザ振幅に関連する第二の出力パワー測定値が得られる。第一および第二の出力
パワー測定値は、現在の調整値を計算するために使用される。複数のディザ振幅における
各ディザ振幅は、複数の現在調整されたディザ振幅を生成するために、現在の調整値を用
いて変更される。複数の現在調整されたディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の
各々は、複数のセットポイント調整値を作成するために、複数の積分された事前調整され
たディザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と結合される。複
数のセットポイントは、複数のセットポイントに属する対応するセットポイントと複数の
セットポイント調整値に属する各セットポイント調整値を組み合わせることにより更新さ
れ、複数の積分された事前調整されたディザ振幅は、複数の積分された事前調整されたデ
ィザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と複数の現在調整され
たディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の各々を組み合わせることにより更新さ
れる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力制御の方法であって、当該方法が、
　複数のセットポイントに属するセットポイント、および複数のディザ振幅に属するディ
ザ振幅を使用して複数の入力の各々の調整可能な特性を変更する工程であって、各入力が
、複数のセットポイントに属する異なるセットポイント、および複数のディザ振幅に属す
る異なるディザ振幅を使用して変更され、変更する工程が、複数の変更される入力を結果
的にもたらす、変更する工程；
　セットポイントに加算されたディザ振幅に関連する出力特性の第一の測定値を得る工程
であって、出力が、複数の変更された入力を使用する組み合わせから結果として生じる、
第一の測定値を得る工程；
　セットポイントから減算されたディザ振幅に関連する特性の第二の測定値を得る工程；
　現在の調整値を計算するために第一および第二の測定値を使用する工程；
　複数の現在調整されたディザ振幅を作成するために、現在の調整値を使用して複数のデ
ィザ振幅における各ディザ振幅を変更する工程；
　制御装置において、複数のセットポイント調整値を作成するために、複数の現在調整さ
れたディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の各々を、複数の積分された事前調整
されたディザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と組み合わせ
る工程；
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　複数のセットポイント調整値に属する各セットポイント調整値を、複数のセットポイン
トに属する対応するセットポイントと組み合わせることにより、複数のセットポイントを
更新する工程；および、
　複数の現在調整されたディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の各々を、複数の
積分された事前調整されたディザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディ
ザ振幅と組み合わせることにより、複数の積分された事前調整されたディザ振幅を更新す
る工程、
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項２】
　現在の調整値を計算するために第一の測定値および第二の測定値を使用する工程が、第
一の測定値と第二の測定値の差、ならびに第一の測定値および第二の測定値の合計を使用
することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各ディザ振幅を変更する工程が、各ディザ振幅に現在の調整値を掛けることを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　現在調整されたディザ振幅の各々を組み合わせる工程が、現在調整されたディザ振幅の
各々に第一の値を掛ける、および各積分された事前調整されたディザ振幅に第二の値を掛
けることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　装置であって、当該装置が、
　複数の入力を受信し、複数の変更された入力を生成する複数の入力変更子；
　複数の変更された入力を使用して出力を生成するコンバイナー；
　出力特性を測定する出力検出器；
　複数の入力変更子および出力検出器と通信する制御装置のプロセッサシステム；および
、
　コンピュータプログラムの命令を保存するメモリであって、制御装置のプロセッサシス
テム上で実行された時に、コンピュータプログラムの命令が、プロセッサシステムに動作
を実行させ、当該動作が、
　　複数のセットポイントに属するセットポイント、および複数のディザ振幅に属するデ
ィザ振幅を使用して複数の入力の各々の調整可能な特性を変更する工程であって、各入力
が、複数のセットポイントに属する異なるセットポイント、および複数のディザ振幅に属
する異なるディザ振幅を使用して変更される工程；
　　セットポイントに加算されたディザ振幅に関連する出力特性の第一の測定値を得る工
程；
　　セットポイントから減算されたディザ振幅に関連する出力特性の第二の測定値を得る
工程；
　　現在の調整値を計算するために第一および第二の測定値を使用する工程；
　　複数の現在調整されたディザ振幅を作成するために、現在の調整値を使用して複数の
ディザ振幅における各ディザ振幅を変更する工程；
　　複数のセットポイント調整値を作成するために、複数の現在調整されたディザ振幅に
属する現在調整されたディザ振幅の各々を、複数の積分された事前調整されたディザ振幅
に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と組み合わせる工程；
　　複数のセットポイント調整値に属する各セットポイント調整値を、複数のセットポイ
ントに属する対応するセットポイントと組み合わせることにより、複数のセットポイント
を更新する工程；および、
　複数の現在調整されたディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の各々を、複数の
積分された事前調整されたディザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディ
ザ振幅と組み合わせることにより、複数の積分された事前調整されたディザ振幅を更新す
る工程、
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　を含む、メモリ、
を含むことを特徴とする、装置。
【請求項６】
　プロセッサシステムが単一のプロセッサを含む、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　プロセッサシステムが複数のプロセッサを含む、請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　プロセッサシステムが、少なくとも１つのプロセッサおよび少なくとも１つの動作特定
のハードウェアコンポーネントを含む、請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　第一の測定値と第二の測定値の差、および第一の測定値と第二の測定値の合計が現在の
調整値を計算するために使用される、請求項５に記載の装置。
【請求項１０】
　各ディザ振幅が、各ディザ振幅に現在の調整値を掛けることにより変更される、請求項
５に記載の装置。
【請求項１１】
　現在調整されたディザ振幅の各々を対応する積分された事前調整されたディザ振幅と組
み合わせる工程の一部として、現在調整されたディザ振幅の各々に第一の値を掛け、各積
分された事前調整されたディザ振幅に第二の値を掛ける、請求項５に記載の装置。
【請求項１２】
　装置であって、当該装置が、
　複数の光入力を受信し、複数の位相シフトされた光入力を生成する複数の位相シフター
；
　複数の位相シフトされた光入力を使用して、組み合わされた光出力を生成するコンバイ
ナー；
　組み合わされた光出力の出力パワーを測定する光パワー検出器；
　複数の位相シフターおよび光パワー検出器と通信するプロセッサシステム；および、
　コンピュータプログラムの命令を保存する制御装置のメモリであって、プロセッサシス
テム上で実行された時に、コンピュータプログラムの命令が、プロセッサシステムに動作
を実行させ、当該動作が、
　　複数のセットポイントに属するセットポイント、および複数のディザ振幅に属するデ
ィザ振幅を使用して複数の光入力の各々の位相を変更する工程であって、各光入力が、複
数のセットポイントに属する異なるセットポイント、および複数のディザ振幅に属する異
なるディザ振幅を使用して位相シフトされる工程；
　　セットポイントに加算されたディザ振幅に関連する第一の出力パワー測定値を得る工
程；
　　セットポイントから減算されたディザ振幅に関連する第二の出力パワー測定値を得る
工程；
　　現在の調整値を計算するために第一および第二の出力パワー測定値を使用する工程；
　　複数の現在調整されたディザ振幅を作成するために、現在の調整値を使用して複数の
ディザ振幅における各ディザ振幅を変更する工程；
　　複数のセットポイント調整値を作成するために、複数の現在調整されたディザ振幅に
属する現在調整されたディザ振幅の各々を、複数の積分された事前調整されたディザ振幅
に属する、対応する積分された事前調整されたディザ振幅と組み合わせる工程；
　　複数のセットポイント調整値に属する各セットポイント調整値を、複数のセットポイ
ントに属する対応するセットポイントと組み合わせることにより、複数のセットポイント
を更新する工程；および、
　複数の現在調整されたディザ振幅に属する現在調整されたディザ振幅の各々を、複数の
積分された事前調整されたディザ振幅に属する、対応する積分された事前調整されたディ
ザ振幅と組み合わせることにより、複数の積分された事前調整されたディザ振幅を更新す
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る工程、
　を含む、メモリ、
を含むことを特徴とする、装置。
【請求項１３】
　プロセッサシステムが単一のプロセッサを含む、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　プロセッサシステムが複数のプロセッサを含む、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　プロセッサシステムが、少なくとも１つのプロセッサおよび少なくとも１つの動作特定
のハードウェアコンポーネントを含む、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　第一の測定値と第二の測定値の差、および第一の測定値と第二の測定値の合計が現在の
調整値を計算するために使用される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
　現在調整されたディザ振幅の各々を対応する積分された事前調整されたディザ振幅と組
み合わせる工程の一部として、現在調整されたディザ振幅の各々に第一の値を掛け、各積
分された事前調整されたディザ振幅に第二の値を掛ける、請求項１２に記載の装置。
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